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線形計画法

さぁ、がんばって分析して
みてください。出来た人から

かえっていいですﾖ

線形計画法
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例題２

ある工場で製品Ａ，Ｂを生産している。

製品Ａを１個製造するのに原料Ｐ，Ｑをそれぞ

れ４ｔ、９ｔ必要とし、

製品Ｂを１個製造するのに原料Ｐ，Ｑをそれぞ

れ８ｔ、６ｔ必要とする。

製品Ａ，Ｂは、１個あたりそれぞれ２万円、３万

円の利益を生む。

しかし、原料Ｐは４０ｔ、原料Ｑは５４ｔしかない。

利益を最大にする生産量を求めよ。

問題を表にまとめる。

製品Ａ 製品Ｂ 使用可能量

原料Ｐ

原料Ｑ原料Ｑ

製品１ｔの利益 （最大化）
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制約条件と目的関数を考える。

製品Ａ，Ｂの生産量をそれぞれｘ，ｙで表すと

【制約条件式】
原料Ｐに関して： ・・・①

原料Ｑに関して： ・・・②原料Ｑに関して： ・・・②

【非負条件】：問題よりｘ，ｙは０以上の整数

【目的関数】

ｆ（ｘ，ｙ）＝ →ＭＡＸ

制約条件式を等式に直しグラフを作成する。

①から ｙ＝

②から ｙ＝

制約条件式と非負条件

から求める領域は左図

の編みかけの部分

基底解を求める。
編みかけの部分の４角形の頂点を基底解といい、

（ , ）、（ , ）、（ , ）、（ , ）

となる。
なお ① ②の制約条件式グラフの交点はなお、①、②の制約条件式グラフの交点は、

２つの連立方程式として解くことで求めることができる。

計算：
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上記の基底解をそれぞれ目的関数に代入する。

f(    ,    )=              =

f(    ,    )=              =

f(    ,    )=              =

f(    ,    )=              =
となる。最大値は である。

最適解を求める。

したがって、目的関数を最大にする基底解

（ , ）が最適解となり、

製品 を と 製品 を 生産すると製品Ａを と、製品Ｂを 生産すると

最大利益 を得ることができる。
単位を忘れないように！
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